
 

 

 

 

 

提言「コロナ対策の進捗の開示・説明を」 
 

を政府へ提出いたしました 

 

国民生活産業・消費者団体連合会（生団連）は、2020 年 9 月 30 日、「コロナ対策の進捗の開示・説明を」を取

りまとめ、政府（菅義偉 内閣総理大臣、田村憲久 厚生労働大臣、西村康稔 経済再生担当大臣 宛）に提出いた

しました。 

新型コロナウイルス感染症の緊急経済対策等の進捗状況、政策の効果検証、さらには予備費の使途を含めた方向性

について、国民への十分な開示・説明がされていないことから、新政権「国民のために働く内閣」に、透明性のある政策運営

を求める内容となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年 9 月 30 日 

国民生活産業・消費者団体連合会（生団連） 

 

    
国民生活産業・消費者団体連合会（生団連）事務局 

〒108-0075 東京都港区港南2-18-1 JR品川イーストビル8階   

TEL:（03）6833-0493 ／ FAX:（03）6833-0494  E-mail: jimu@seidanren.jp 

 



 

 

2020 年 9 月３０日 

 

国民生活産業・消費者団体連合会（生団連） 

会 長 小川 賢太郎 

コロナ対策の進捗の開示・説明を 

政府は、新型コロナウイルス感染症の緊急経済対策等に、第 1 次と第 2 次の合計で真水 57 兆円の補正予算を 

組んだ。しかしながら、その後の進捗状況、政策の効果検証さらには予備費の使途を含めた方向性について、国民へ十分

には開示・説明がなされていない（生団連調査による）。新政権「国民のために働く内閣」には、国民との信頼関係の構

築のためにも、国民に対する説明責任を果たし、透明性のある政策運営をお願いしたい。 

 

コロナ対策の進捗 

 

 

 

 

各政策の進捗は所管省庁別に散り散りに掲載されており、その全体像は把握しにくいものとなっている。何よりも問題

は、未開示の項目が圧倒的に多いことである。省庁の「縦割り」を排してコロナ関連対策全体の見える化を図ってほしい。 

 

以 上 

（金額単位：兆円）

第1次

補正

第2次

補正

予備費

から
➀合計 項目数 ②開示分　項目数/予算 ③実績 ③/② ③/➀

1.　感染拡大防止策

（ワクチン・治療薬の開発等）
1.4 4.8 2.0 8.3 14 3件/6.7兆円 0.9 13.4% 10.8%

2.　雇用維持・事業継続等 経済支援策

（持続化給付金等）
20.0 17.5 1.4 38.9 13 6件/22.4兆円 19.0 83.5% 48.1%

3.　経済活動の回復

（”Go to"キャンペーン等）
1.8 - - 1.8 2 0件/- - - -

4.　強靭な経済構造構築 他

（サプライチェーン強化の補助金等）
0.7 0.2 - 0.9 12 1件/0.2兆円 0.06 30.0% 6.7%

5.　予備費 1.5 10.0 - 11.5

合計（その他含む） 25.6 31.8 3.4 57.4 41 10件/29.3兆円 20.0 68.3% 34.8%

項目

実績の開示状況予算

兆円 兆円 兆円 兆円 件 兆円

※

※使用予備費の重複は除く 関係省庁ホームページ等をもとに生団連作成(9/29時点)。 

項目数は財務省の補正予算の概要等より。 


